
令和６年度  上河内中央小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

（１）基本目標 

  「人間尊重の精神」を基盤に，２１世紀社会の担い手として，「心身ともに健康で，主体的に考え表現でき，粘り強く頑張り

抜き，自らの向上とよりよい社会の発展を目指し，たくましく生きる人間」の育成を図る。 

（２）具体目標（具体的な児童像） 

  ・よく考え，学ぶ子ども （かしこく） 

  ・自分をみつめ，つくせる子ども （やさしく） 

  ・明るく，たくましい子ども （たくましく） 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

「地域に愛され信頼される学校」を目指し， 

・児童にとっては，毎日の活動を楽しみにし，「できる」「分かる」喜びが感じられ，自他を大切にする学校， 

・保護者にとっては，安心して子供を通わせ，家庭の役割を自覚して共に力を合わせることのできる学校， 

・地域住民にとっては，学校の取組を理解し目標を共有しながら積極的に連携・協働できる学校， 

・教職員にとっては，教育への情熱をもってチームとして組織的に取り組み，ワークライフバランスを図りながら指導力向上に

努める学校，                             となるよう経営を行う。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

未来を担う子供を育て地域に愛され信頼される学校 

（１）児童一人一人のよさや可能性を伸ばし，認め合い，学び合い，高め合う集団づくりに努める。 

（２）児童が主体的に学ぶ喜びを感じられるよう不断の授業改善を行うとともに，学習習慣の形成を図る。 

（３）豊かな心や創造性とともに，自らの目標の実現に向けて粘り強く努力する心と体のたくましさを涵養する教育活動を推進

する。 

（４）教職員がチームの一員として連携・協働しながら指導力を向上させるとともに，業務改善や勤務時間を意識した働き方を

進める。 

（５）組織的な校内体制を整備し，家庭や関係機関との連携を図り，多様な児童の状況に応じた指導・支援を充実する。 

（６）「小中一貫教育・地域学校園」と「魅力ある学校づくり地域協議会」（以下「地域協議会」）を充実させ，地域とともにあ

る学校づくりの推進に努める。 

 

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

法令等に基づくとともに，「栃木県教育振興基本計画２０２５」，「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」など県・市の

方針に加え本校児童・地域の実情や地域協議会の意見を踏まえて教育課程を編成する。 

さらに，教科横断的な視点に立った資質・能力育成のため，各教科等の学習活動や扱う学習対象の共通点を明らかにし，単元

等を関連付けて配列するよう努める。 

 

 

 

 

 

 

【上河内地域学校園教育ビジョン】 

かしこく，たくましいゆずっ子の育成   

～基本を身に付け，人とつながり，夢に向かって生きる子供を育てよう～ 



５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営  

・教職員一人一人がチームの一員としての自覚をもち，自分の能力を発揮するとともに，お互いに助け合い，励まし合い，

教え合って成長し合うチームづくりの推進 

〇校内研修及び地域学校園研修を中心とした教職員の資質・能力の向上 

・1人 1台端末の日常的・効果的な活用を通して，自律した情報の使い手を育む教育の充実 

・学級や学校の生活上の課題を見いだし，課題を解決するために話し合い，多様な意見のよさを生かして合意形成を図る主

権者教育の推進（主に特別活動） 

・地域の教育資源等を積極的に活用し，地域とともにある学校づくりの推進 

・業務の効率化と勤務時間を意識し，児童と向き合う時間の確保と，心身ともに健康な状態で職務の遂行 

 

（２）学習指導  

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

（実生活への活用を意識した上央小授業スタンダードの授業実践） 

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得と，コミュニケーション能力の向上  

・他者との交流や 1人１台端末などを有効に活用し，多面的・多角的に課題解決に向かうことのできる指導・支援の充実 

 

（３）児童生徒指導 

・進んで挨拶し，時と場に応じた言葉づかいを意識できる児童の育成 

○自己有用感を育て，互いに認め合う集団づくりの推進 

 ○規則を守り，節度ある生活ができる児童の育成 

 ・いじめ・不登校等に対する組織的な校内体制整備，家庭や関係機関との連携により，多様な児童の状況に応じた指導・支援

の充実 

 

（４）健康（保健安全・食育）・体力 

・教育活動全体を通した運動機会の創出 

 ○柔軟性を高め，基礎体力を向上させる。 

 ・健康を管理する能力の育成と，正しい姿勢の指導の徹底 

 ・給食の時間や教科等における食に関する指導と食文化の学習の充実 

 ・登下校の安全指導と災害を想定した避難訓練の実施 

 

 

６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  

評価項目 主な具体的な取組 
方

向

性 

評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考えるなど，主

体的に学習に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

①主体的・対話的で深い学びの場を設

定し，ペアやグループ学習などの学

び合いを通して，自分と友達の考え

を比較させたり関連させたりしな

がら，自分の考えを表現できる児童

を育て，深い学びの実現に努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



「私は，学習課題を解決する

ために，友達と話し合ったり，

必要な情報を集めたりしなが

ら，じっくり考え，進んで学

習に取り組んでいる」 

⇒児 童 ９０％以上 

「児童は，学習課題を解決す

るために，友達と話し合った

り，必要な情報を集めたりし

ながら，じっくり考え，粘り

強く学習に取り組んでいる」 

⇒教職員 ９０％以上 

②授業では，「学習のきまり」を全校

で徹底し，上央小算数検定を活用す

るなど，基礎・基本の定着を図りな

がら，目標をもって取り組む意欲を

育てる。 

 

③学習課題を解決するために，見通し

をもって友達と話し合ったり必要

な情報を集めたりしながら，じっく

り考える態度を育てる。 
 

１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，誰に対しても，思い

やりの心をもって優しく接し

ている」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「児童は，誰に対しても，思

いやりの心をもって優しく接

している」 

⇒教職員 ９０％以上 

 

①道徳教育指導計画に基づき，全教育

活動を通して道徳教育を計画的に実

施する。  

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

②体験活動と関連を図った道徳科の授

業を実施し，生命や人権を尊重する

心や，人を思いやる心などを涵養す

る。 

 

③児童会活動や清掃における縦割り班

活動を通して，思いやりの気持ちを

もって助け合い協力する態度の育成

をする。  

Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，目標に向かってあき

らめずに，粘り強く取り組ん

でいる」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

①各教科の授業や各種検定等におい

て，児童が目標をもって取り組む機

会を設けるとともに，児童が目標の

達成に向けて努力している姿を称

賛する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

②道徳や学級活動の授業において，目

標をもって粘り強く取り組むこと

の大切さに気付かせ，そうした実践

に向けた意欲を高める。 

 

１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，健康や安全に気を付

けて生活している」 

⇒児 童９０％以上 

 

①児童が自分の健康に気を付けて自

ら健康を管理できるよう，学級活

動，体育，学校行事と関連を図った

保健指導や日常の生活指導を行い，

さらに各種便り等で保護者に啓発

指導を行う。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

②学校給食と各教科等との関連を図

った指導のもと，学校栄養士とも連

携し栄養のバランスのとれた食事

や望ましい食習慣の形成を図る。 

 

 

③危機を予測し自らの命を守り抜く

行動力を育成するため，日常指導に

おける安全指導を充実するととも

に，交通安全教室，避難訓練等を計

画的に実施する。 

 

 



１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，自分の良さや考えを

生かしたり，周りと協力し合

ったりして，進んで生活をよ

りよくしようとしている」 

⇒児 童９０％以上 

 

「児童は，互いの良さを生か

しながら，進んで意見を発表

したり，協力したりして，集

団での課題を解決している」 

⇒教職員９０％以上 

 

①児童の自己肯定感を高められるよ

う，道徳やキャリアパスポートを積

極的に活用したり，児童相互に認め

合う場を数多く設けたりするとと

もに，担任も児童の成長を認め励ま

すよう努めていく。 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

②日常的に協力する大切さを話し合

う時間をとるとともに，学級活動や

縦割り班活動での行事の後には，振

り返りを行い互いの力を合わせた

からこそできたことを実感させる。  

２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，外国語活動（英語）

の授業や ALT との交流の際

に，英語を使ってコミュニケ

ーションしている」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「児童は，外国語活動（英語）

の授業や ALT との交流の際

に，英語を使ってコミュニケ

ーションしている」 

⇒教職員 ９０％以上 

 

①外国語科・外国語活動を通じて，言

語や文化について体験的に理解を

深め，積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度を育成する。 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

②外国語科・外国語活動に関する校内

研修や授業について意見を交わす

機会を充実して指導力の向上を図

る。 
 

③授業の中で，あいさつや会話などの

実践的なやりとりを積極的に取り

入れ，児童が日常生活に英語を使う

ようコミュニケーション意欲の向

上を図る。 
 

Ａ７ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮のよさを知っ

ている」 

⇒児 童 ８０％以上 

 

「児童は，宇都宮のよさを知

っている」 

⇒教職員 ８０％以上 

 

①生活科，社会科，総合的な学習の時

間の授業や，市内や地域での校外学

習等において，学習内容に関連させ

ながら児童が身近な地域や宇都宮

市のよさに気付く指導に努める。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

②地域人材を活用するなどして,宇都

宮市の歴史，文化，伝統産業，特産

物等についての理解や関心を深め

られるようにしていく。 

 
 

２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，パソコンや図書等を

学習に活用している」 

①児童が個人用パソコンや情報通信

ネットワークなどの情報手段に親

しみ，適切に活用する能力を育成で

きるよう，授業や家庭学習において

積極的にデジタル機器を活用する。

また，デジタル機器を活用して授業

の実践例を互いに紹介し合い，教師

の指導力向上に努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 



⇒児 童 ９０％以上 

 

「児童は，デジタル機器や図

書等を学習に活用している」 

⇒教職員 ９０％以上 

 

②各学年のその時期の授業内容との

関連に配慮した教育図書の整備充

実等，学校図書館の環境整備に努め

る。 

 

③読書の時間や読み聞かせの時間，図

書だよりの発行などを通して児童

の読書意欲を喚起する。 
 

２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，「持続可能な社会」に

ついて，関心をもっている」 

⇒児 童 ８０％以上 

 

「児童は，「持続可能な社会」

について，関心をもっている」 

⇒教職員 ８０％以上 

 

①総合的な学習の時間等において，環

境や食をテーマとした地域や世界

の学習内容を生かし，環境問題への

関心を高め，環境と調和しながら生

きる意識や態度を育成する。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

②「持続可能な社会」について児童の

関心を高めるため，SDGs に関わる

内容を授業等で積極的に取り上げ

る。 

 

 

③東日本大震災をはじめとした過去

の災害の具体事例から学ぶ教材を

工夫し，防災教育を充実する。  

３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を必

要とする児童の実態に応じ

て，適切な支援をしている」 

⇒教職員 ９０％以上 

 

①特別支援教育コーディネーターや児童

指導主任を中心に，全校で特別な支援が

必要な児童に関する共通理解を図り，一

人一人のニーズを踏まえた支援を

組織的に行う。また，必要に応じて

ケース会議を開き，迅速かつ適切に

対応できるようにする。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

②特別支援学級の児童はもとより，通常学

級においても，必要に応じて個別の指導

計画の作成し，それに基づく合理的な配

慮を伴う指導に努める。 
 

３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許され

ないことを熱心に指導してく

れる」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「学校はいじめ対策に熱心に

取り組んでいる」 

⇒保護者 ９０％以上 

 

①「上河内中央小学校いじめ防止基本

方針」やいじめ対策のための取組を

学年・学級懇談会や各種便り等を通

して計画的，継続的に保護者や地域

に周知していくとともに，方針に沿

っていじめの防止に努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

②いじめの早期発見・早期対応のた

め，いじめゼロを目指した定期的な

無記名式アンケート調査の実施に

加え，簡易的な記名式アンケート調

査を実施して実態把握に努めると

ともに，年に２回の教育相談を実施

して問題の早期発見や信頼関係の

醸成に努める。 

 



Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，一人一人を大切

にし，児童がともに認め励ま

し合うクラスをつくってくれ

ている」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「教職員は，不登校を生まな

いよう，一人一人の児童を大

切にし，児童がともに認め励

まし合う学級経営を行ってい

る」 

⇒教職員 ９０％以上 

 

①児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多く

設けたり，キャリアパスポートを積

極的に活用したりするとともに，担

任も認め励ます指導に努める。 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

②教育相談，アンケート，Ｑ-Ｕ調査

等の結果を活用し不適応傾向のあ

る児童の早期発見と不登校の兆候

や傾向の児童に係る校内全体の情

報共有を図り，必要に応じてケース

会議を開き，迅速かつ適切に対応す

る。 
 

３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，困ったときに相

談に乗ってくれたり，問題を

解決しようとしたりして，私

たちが楽しく学校生活を送れ

るようにしている」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「教職員は，児童の悩みに寄

り添い，相談に乗ったり問題

の解決に努めたりして，児童

が明るくいきいきと学校生活

を送れるようにしている」 

⇒保護者 ９０％以上 

 

①「かしこく，やさしく，たくましく」

の合言葉の浸透を図り，縦割り班活

動や児童会活動を活用して，笑顔と

活気のある楽しい学校づくりを進

める。保護者に対して，学年便りで,

行事等での児童の活躍の様子を積

極的に伝えていく。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

②Ｑ－Ｕの結果を分析し，支援が必          

要な児童を把握したり，日頃の観察

をきめ細やかに行ったりして児童

一人一人が生き生きと学校生活を

送ることができる学級経営を行う。 

 

４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は分かりやす

く，一人一人に丁寧に教えて

①児童の関心や理解を促す教材開発

と，授業のねらいの明確化，振り返

りの時間の確保など分かる授業を

目指した「上央小授業スタンダー

ド」による指導法の工夫に努め，一

人一授業を通して共有化を図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 



くれる」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「教職員は児童一人一人が理

解できるように教材を工夫す

るなど，きめ細かな指導をし

ている」 

⇒保護者 ９０％以上  

 

②算数科において，習熟度別学習，少

人数学習，ＴＴを効果的に実施する

とともに，かがやきルームやなかよ

し学級での個別指導等を通して，児

童一人一人の学習状況に応じたき

め細かな指導をする。  

４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる職員全員がチ

ームとなり，協力して業務に

取り組んでいる」 

⇒教職員 ９０％以上 

 

①学校内において好ましい人間関係

の醸成を図るよう努めることで，教

職員と学校スタッフとが気軽に声

を掛け合える雰囲気作りを行う。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

②打合せ等により全職員が定期的に

情報を共有したり，教職員間の「報

告・連絡・相談」を推進したりする

ことで，「風通しのよい・働き甲斐

のある職場づくり」に努める。 

 

 

③学校目標及び本年度の努力点につ

いて共通理解を図り，チーム学校と

して協働していくことで，同僚性を

高められるようにする。 

 

 

４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，教職員の勤務時間

を意識して，業務の効率化に

取り組んでいる」 

⇒教職員 ９０％以上  

 

①学校の働き方改革の視点に立って

教職員一人一人が，勤務時間を意識

し，業務の効率的な実施や計画的な

処理に努める。また，リフレッシュ

デーを年間計画に位置付け定時退

勤を促進する。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

②教職員の負担軽減に向け，学校の組

織運営の改善や，各種行事等の実施

方法の改善を行う。  

③日課を工夫することで教職員の放

課後の時間を確保し，業務の効率的

な実施や計画的な処理に努める。  

④学習情報システムやさくら連絡網

等の各種システムを効果的に活用

し，業務を効率的に進める。 
 

５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，地域学校園の小学

生や中学生，先生と，授業や

行事，掲示物などで交流する

①６年生の乗り入れ授業・中学校訪

問，小中合同あいさつ運動，宮っ子

チャレンジ，冒険活動教室での交流

などの行事を通して，積極的な交流

を図りながら活動を進める。  

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



活動を行っている」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「学校は，児童生徒や教職員

の交流，小中一貫教育カリキ

ュラムの作成・見直しなど，

「小中一貫教育・地域学校園」

の取組を行っている」 

⇒保護者 ９０％以上 

 

②地域学校園全体研修会における各

部会での情報交換を通して，各校が

共通理解のもと課題に合った目標

を設定し，連携・協力して指導にあ

たる。更に学校だより，ＨＰで発信

していく。 

  

５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，地域や企業の方々と

一緒に活動することで学習が

充実し，楽しい」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「学校は，家庭・地域・企業

等と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図って

いる」 

⇒保護者 ９０％以上 

 

①地域協議会を定期的に開催し，学校

経営方針への保護者，地域住民の意

見反映や，学校関係者評価の実施し

地域とともにある学校教育を目指

す。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 

②校外での体験活動時の安全確保や，

田植え，稲刈り，ぼうじぼ作りの学

習支援の協力や参画を得て，学校支

援ボランティアを有効に活用し，特

色ある学校づくりを推進し，家庭や

地域への積極的な情報発信を行う。 

 

 

③親子ふれあい学習や出前講座，伝統

芸能教室等による体験的な活動を 

積極的に取り入れ，内容の見直しや

活動を工夫することで，よりよい活

動ができるようにする。 
 

６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の安全

に配慮した環境づくりに努め

ている」 

⇒保護者 ９０％以上  

 

「学校は，利用する人の安全

に配慮した環境づくりに努め

ている」 

⇒地域住民 ９０％以上  

 

①日々校舎内外の巡視をするととも

に，月１回施設・設備の安全点検を

実施し，必要な箇所の修繕を迅速に

行い環境の整備に努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

②危機管理マニュアルを整備すると

ともに，避難訓練や引き渡し訓練等

を通して，火事，地震，竜巻，不審

者侵入等の不測の事態への備えを

万全にする。 

 

③熱中症予防対策，感染症予防対策な

ど，時期に応じた保健指導管理に努

める。 

 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業

準備も含む）を行うため

の準備ができている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，授業（授業準備を含

む）や業務にデジタルを積極

的に活用している」 

⇒教職員 ９０％以上 

 

①一人一台端末，学校用グループウェ

ア，校務支援システム，デジタル連

絡ツール等を効果的に活用する。 

 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

②コンピュータなどのデジタル機器

やネットワークが効果的に活用で

きるよう，活用実践例を互いに紹介

し合し合うなどして活用力の向上

に努める。 

 



小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じたあ

いさつをしている」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「児童は，時と場に応じたあ

いさつをしている」 

⇒保護者 ９０％以上 

 

①児童会によるあいさつや正しい言

葉づかいの励行や呼びかけをした

り，年３回の「あいさつ・言葉づか

い名人」表彰や，地域協議会の挨拶

運動や児童によるあいさつ運動で

意識を高めたりしながら，日々の生

活指導の中であいさつや返事がで

きる児童の育成を目指す。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

②学年・学校だより等に，学校でのあ

いさつの様子を掲載して保護者へ

紹介していく。 
 

③各家庭や地域でもあいさつや正し

い言葉づかいができるように懇談

会等であいさつの啓発を行ってい

く。 

 

Ｂ２ 児童は，きまりやマナ

ーを守って，生活をして

いる。 
【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナーを

守って，生活をしている。」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「児童は，きまりやマナーを

守って，生活をしている。」 

⇒保護者 ９０％以上 

 

①児童が正しく判断し責任ある行動

がとれるよう，その姿を「上央っ子

の誓い」「上河内中央小学校の約束」

「上河内中央小学校の一日」「校庭

での約束」に示したり，家庭に配付

したりして学習と生活のきまりの

徹底に努める。また，児童自身が規

範意識の改善へ主体的に取り組め

るよう，代表委員会を中心に働きか

けを行う。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

②生活当番は，秩序があり安全な学校

生活を実践できるよう生活目標を

設定し，掲示や放送，校内巡視など

を行って指導を徹底する。 

Ｂ 

③避難訓練(火災・地震・竜巻・弾道

ミサイル・不審者)，交通安全教室，

緊急引渡し訓練の実施や「スマホ・

ケータイ宮っ子ルール共同宣言」へ

の理解や「フィルタリング設定１０

０％キャンペーン」における学校の

取組等を通して，児童や保護者に対

して正しい使い方とマナーを発信

し，情報モラル教育を推進し，危機

管理能力を高める。 

 

Ｂ３ 児童は正しい言葉づか

いをしている。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「私は，時と場に応じた言葉

づかいをしている」 

⇒児 童 ９０％以上  

 

「児童は，大人に対して適切

な言葉づかいをしている」 

⇒保護者 ９０％以上 

 

「児童は，大人に対して適切

な言葉づかいをしている」 

⇒地域住民９０％以上 

 

①相手の気持ちを考えた言葉づかい

や場に応じた言葉づかいができる

児童の育成を目指し，生活と学習の

両面から日常の指導を充実させる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

②児童会によるあいさつや正しい言

葉づかいの励行や呼びかけをした

り，年３回の「あいさつ・言葉づか

い名人」表彰や，地域協議会の挨拶

運動や児童によるあいさつ運動で

意識を高めたりしながら，日々の生

活指導の中であいさつや返事がで

きる児童の育成を目指す。 

 

③朝の会や帰りの会，学校行事，学級

活動等で，時や場に応じた適切な言

葉づかいができるよう，学年の発達

の段階に応じた指導をする。学級懇

談会や個人懇談会等でも，言葉づか

いについて話題に取り上げる。 

 



Ｂ４ 児童は栄養のバランス

を考えて食事をしてい

る。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，好き嫌いなく給食

を食べている。（きらいなもの

でも 1口は食べている）」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「自分の子供は，好き嫌いな

く食事をしている。（嫌いなも

のも一口は食べている。） 

⇒保護者 ８０％以上 

 

①学校栄養職員の専門性を生かし，担

任と連携し給食指導の充実を図り

ながら食事のマナーを身に付けさ

せる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

②栄養バランスを考えた食事指導（嫌

いな物も一口食べさせる給食指導

の工夫）を行い，望ましい食習慣を

育てる。  
 

③食事をとることの大切さについて，

学年に応じた授業を通して理解を

深め，お弁当の日や食味体験を活用

したり，食育便りや学年・学級懇談

会で保護者への啓発を行ったりし，

自ら実践する態度を育てる。 

 

Ｂ５ 児童は学級や縦割り班

の活動などで仲良く助け

合って生活している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「学級やにこにこ班の活動で

は，友達や下級生と仲良く過

ごしている」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

①日々の清掃活動や学校行事などで，

縦割り班での活動の機会を設定し，

学年の枠を超えて協力して仕事や

活動ができるようにする。 

 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ６ 継続的に家庭学習に取

り組んでいる。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「私は毎日家庭学習に取り組

んでいる」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

「児童は自主的に学習に取り

組むなど，学習習慣が身に付

いている」 

⇒教職員 ９０％以上 

 

「自分の子供は宿題など家庭

学習に毎日取り組んでいる」 

⇒保護者 ９０％以上 

 

①職員間で共通理解を図り，児童が自

主的に学習に取り組めるように自

主学習ノートや音読カードなど，具

体的な方策を立て継続して指導し

ていく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

②年度当初の保護者会で「家庭学習の

すすめ」を配付し共通理解を図り，

家庭と連携する。児童には「家庭学

習への取組ポイント」を示し指導し

低学年(20 分)，中学年(40 分)，高

学年(1時間以上)の家庭学習を実践

させる。また，学期１回家庭学習強

化週間を行い，よく取り組めた児童

の家庭学習ノートを紹介すること

で，児童の意欲を高める。 

 

Ｂ７ 児童は，上河内地区の

お祭り，催事，作品募集

などの地域行事に参加し

ている。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「私は，上河内地区のお祭り，

催事，作品募集などの地域行

事に参加している」 

⇒児 童 ９０％以上 

 

①「ゆずっ子写真展」や「あいさつ運

動の標語コンクール」の実施方法を

工夫し，参加を呼び掛ける。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 ②地域で行う「ふれあい祭り」等につ

いて，児童・保護者に周知し参加を

促す。 

③生活科のまち探検や総合的な学習

の時間における地域の調べ学習な

どを通して，上河内地区のよさに気

付かせ，大切にしようとする心情を

育む。 



 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 

７ 学校関係者評価 

 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 


